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保育実践を支える保育の考え方   
一幼児の遊びにおける学びとは一  
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に過ぎないとされた1。   
それでは，昭和39年の改訂後25年間も改訂され  


















稚園運営の弾力化について言及していること＿ 2で  





























い。小学校教育では， 一応，体系的な教育計画があ  






















らない。「幼稚園教育要領＿ に示されている内容を  
小学校の「学習指導要領」に照らして見てみると，  
小学校の「学習指導要領」の内容に通じるものがほ  
とんどである√いノ 。つまi），小学校教育を見通した  
幼稚園教育を考えることが必要であり，そのことが  
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2 幼児の学びの姿   
















なってくる。   
幼児の学びを豊かにしていくために，幼児の学び  
のプロセスを理解した上での物的，人的（仲間との  





































































































































（2）環境を通しての学び   
事例2＜色水遊び＞環境から幼児自らが学んでいる  
姿  











遊び，次々に新しい発見をしていた。   
色水遊びは，普通，水遊びの一つとして遊ばれる  
ことが多い。そうすると，環境設定が，単に物を置  
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スタートライン   






























女児  ⑥㊥⑥桓）  
㊥  

















▲  ▲   ▲   
▲  ▲  ▲  
④  ⑤  ⑥  
［5月31日］   
2チームに分かれて走るようになった。しかし，競争  
している意識はなく，お互いのチームは関係なく走って  


















女児 ④⑥（む亘）④  
（云  















対！ 反対！」と人声で叫んだり，順番を間違える友達  
がいると，数えたりする様子が見られるようになった。   
＝＝＝＝＝?＝＝＝???
女児④⑥㊤④㊥ ① ⑧  
男児  ㊤ ㊥  ㊥  
㊥ ④  






















考える保育，第 一の捉え方である。また，「みんな  
で仲良くルールを守って走る」ことをねらいとし，  
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ことが重要である。   
このように子どもたちが，体験を通して自ら学ん  
でいくためには，運動会シーズンになってから，運  















































非とも必要なことである。   
子どもが考えたことを生かしながら保育をする  





育ちも違ってくるはずである。   
それでは，幼児の学びにおけるプロセスとは，ど  
のような様態が考えられるのだろうか。  





















































きに自ら気付く －＝－一一〉 いろいろ違った働きかけをす  
る－－…－＞新たなものを発見する＋〉内面に受け人  
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